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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：総合工学・原子力学 
キーワード：次世代型軽水炉、原子炉物理、日仏共同研究、研究開発、計算手法、実験手法、

超ウラン元素、臨界集合体 
 
１．研究計画の概要 
(1) 京都大学原子炉実験所を中心とする日
本の大学連合とフランス原子力庁による次
世代型軽水炉の研究開発に関する炉物理の
共同研究を、日仏研究協力協定に基づき、プ
ルトニウムの有効利用に重点を置いて、炉物
理計算法及び実験技術の高度化を目指して
遂行する。 
 
(2) 具体的な研究課題として、①共鳴吸収効
果計算法、②燃焼に伴う超ウラン元素蓄積量
評価法、③実験に基づく核計算評価法、④実
験手法等の高度化に関連したものを設定し、
日仏セミナーを開催して双方の成果に関す
る討議を行いつつ、適宜研究課題の見直しを
行って設定することにより共同研究を遂行
する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 1993 年に締結し、数度に亘って更新して
きた日仏研究協力協定については、従来の成
果に基づき共同研究課題を見直して再設定
し、5年間の新たな協定を2008年に締結した。 
 
(2) 具体的な研究課題として、①共鳴吸収に
伴う自己遮蔽効果の計算法の高度化、②燃焼
に伴う超ウラン元素の蓄積量を評価する計
算法の高度化、③実験に基づく核計算精度の
評価法の高度化、④実験手法の開発と高度化
に関連したものを設定し、日仏セミナーを開
催して双方の成果に関する詳細な討議を行

いつつ、適宜研究課題を見直して設定するこ
とにより共同研究を遂行している。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

(理由) 
共同研究課題については、京都大学臨界集

合体実験装置(KUCA)における加速器駆動未
臨界炉実験の進捗に若干の遅れが生じては
いるものの、日仏双方において研究が進展し
て成果が生み出されており、国際会議等の場
において双方から発表され、日仏セミナーに
おける討議を通じて共同研究の進展につな
がっている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

従来と同様に日仏が独自に研究を推進す
るとともに、日仏セミナーにおける討議を通
じて研究課題を適宜見直して設定しつつ、共
同研究を推進する。なお、2009 年 3 月から
KUCA において固定磁場強集束型(FFAG)陽子
加速器と結合した加速器駆動未臨界炉実験
が世界で初めて開始されたので、次世代炉の
研究開発に必要な実験手法の高度化が進展
するものと期待される。 
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